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【昨日の市況概要】 公示仲値 111.14

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 111.34 1.1167 124.33 0.9725 1.2677 0.7550
SYD-NY High 111.45 1.1178 124.43 0.9743 1.2691 0.7580
SYD-NY Low 110.95 1.1140 123.85 0.9713 1.2654 0.7535
NY 5:00 PM 111.32 1.1152 124.14 0.9716 1.2685 0.7539

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 7.52/7.92 Δ25RR 0.915 Yen Call Over
NY DOW 21,397.29 ▲ 12.74 債券市場 日本2年債 -0.0990 ▲0.2bp      
NASDAQ 6,236.69 2.73 日本10年債 0.0580 ▲0.4bp      
S&P 2,434.50 ▲ 1.11 米国2年債 1.3401 ▲0.8bp      

日経平均 20,110.51 ▲ 28.28 米国5年債 1.7582 ▲1.5bp      
TOPIX 1,610.38 ▲ 1.18 米国10年債 2.1477 ▲1.6bp      

ｼｶｺﾞ日経先物 20,135.00 0.00 独10年債 0.2520 ▲1.3bp      
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,439.29 ▲8.50 英10年債 1.0150 ▲1.7bp      
DAX 12,794.00 19.74 豪10年債 2.3760 ▲1.6bp      【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

ﾊﾝｾﾝ指数 25,674.53 ▲ 20.05 為替市況 USD/CNH 6.8371 0.0059 　
上海総合 3,147.45 ▲ 8.76 ドルインデックス 97.59 0.03

USDJPY 3M Vol 8.39 ▲0.06% 商品市況 CRB指数 166.500 ▲0.92
USDJPY 6M Vol 8.83 0.03% NY金 1,249.40 3.60
EURJPY 3M Vol 8.18 ▲0.05% WTI 42.74 0.21
EURJPY 6M Vol 8.89 ▲0.08% Dubai Spot 43.64 ▲0.75

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

　
　

担当：高田・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想
6月22日 08:50 日 対内・対外証券投資 - - -

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 241K 240K

23:00 米 パウエルFRB理事　講演 - - -

23:00 欧 消費者信頼感 - -1.3 -3.0

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回
6月23日 16:30 独 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 6月 59.0/55.4/57.2 59.5/55.4/57.4

17:00 欧 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 6月 56.8/56.1/56.6 57.0/56.3/56.8

22:45 米 マークイットPMI(製造業/サービス業/コンポジット) 6月 53.0/53.5/- 52.7/53.6/53.6

23:00 米 新築住宅販売件数 5月 590K 569K

6月24日 00:15 米 ブラード・セントルイス連銀総裁　講演 - - -

01:40 米 メスター・クリーブランド連銀総裁　講演 - - -

03:15 米 パウエルFRB理事　講演 - - -
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海外時間のﾄﾞﾙ円は111円台前半での底堅い推移が続き､111.32ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方発表された米新規失業保険申請件数はほぼ予想通
りとなり､相場への影響は限定的｡その後､111円絡みのｵﾌﾟｼｮﾝが意識され､NY10時にかけて111.08まで下落｡ｵﾌﾟｼｮﾝｶｯﾄを過ぎると､米株や
米金利上昇も相俟って､111.45まで値を戻した｡米紙のｲﾝﾀﾋﾞｭｰでﾌﾞﾗｰﾄﾞ･ｾﾝﾄﾙｲｽ連銀総裁(投票権なし)が｢FOMCが示した金利見通しは現
状に照らし合わせると適切ではないように見受けられる｣｢政策金利を今後2年半で3%に引き揚げる見通しは不用意に積極的だ｣と発言した
ことが重石となり､米金利が低下したことからﾄﾞﾙ円も積極的に上値を追う展開とはならなかった｡引けにかけてﾀﾞｳがﾏｲﾅｽ圏に転じると､ﾄﾞﾙ
円は111.23まで下落し111.32ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡なお､ﾊﾟｳｴﾙFRB理事の講演では、金融政策について特段の言及はなかった。また､当局関
係者の発言として｢ｲｴﾚﾝFRB議長の続投､ﾄﾗﾝﾌﾟ政権顧問数人が難色｣との報道も伝わったが､目立った市場の反応は見られなかった｡一方
ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1166ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ後､目新しい材料に欠ける中で緩やかに1.1140まで下落し､1.1152ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
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東京時間のﾄﾞﾙ円は111.34ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡日経平均株価が前日比ﾏｲﾅｽで寄り付いたことなどからﾄﾞﾙ円も軟調推移となり､仲値にかけて
111.10近辺まで下落｡その後も下落基調は継続し､一時111円台を割り込んで東京時間安値となる110.95をつける場面が見られたものの､
111円割れの水準では相応に買い意欲もあり､滞空時間短く111円台前半まで持ち直した｡午後にかけて､岩田日銀副総裁より｢金融緩和を
緩める時期ではまったくない｣､｢2%物価目標を早期に実現するために強力な金融緩和を継続する｣などの発言が伝わるも､市場の反応は限
定的となった｡111円台前半で揉み合った後､111.11ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は111.10ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡序盤110.96まで下げる局面も見られたものの､その後は目立った新規材料のない中､欧州株の堅
調推移を背景に買われる展開となり､111.32ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは1.2661ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡EUｻﾐｯﾄが開催される中､その内容を見極
めたいとのﾑｰﾄﾞが拡がり､動意乏しく推移｡1.2671ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 山本)

昨日の海外時間のドル円は小幅に上昇。公表された米共和党上院による医療保険制度改革（オバマケア）の改廃

案を好感した米株および米金利の上昇を背景にドル円は111円台半ばまで上伸した。しかし、その後セントルイス連
銀総裁（投票権なし）からの利上げに対する懐疑的な発言等が意識されドル円は上値重く推移した。本日のドル円

相場は、引き続き手掛り材料に乏しく方向感の出難い展開を予想する。FOMCが示す利上げ見通しに対して市場参
加者のコンセンサスが得られない状況下、マーケットは様子見ムードが色濃く出ており、レンジ相場をブレイクするの

は難しいのではないか。


